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第二次募集既修者 民法出題趣旨

【第1問】

本問は,指名債権の譲渡と一般債権者による債権差押えの競合事例を素材に，指名債権

譲渡の対抗要件の構造・仕組み，譲渡禁止の特約（民法466条1項,2項）についての理解を

問うものである。本問は，最判平成9年6月5日民集51巻5号2053頁を素材としている。解答

に際しては，①譲渡禁止特約の効果は,一般債権者による差押えには及ばないこと，②債

権譲受人が特約について悪意である場合には債権譲渡の効力が生じないこと，③その場合

でも，債務者が承諾すれば譲渡の時に遡って債権譲渡は有効になるが，承諾前に第三者が

現れている場合の処理などについての理解を示す必要がある。なお，本問は，共通的到達

目標（「債務者が，債権の譲受人に対してどのような場合にどのような事由を主張するこ

とができるかについて，異議をとどめない承諾の制度趣旨を含めて，具体例を挙げて説明

することができる。」など）の1年次到達レベルを想定して作問している。

【第2問】

共同相続,遺産分割と物権変動とについての基本的な知識を前提にして，論理的な叙述

ができるかをみるものである。「民法909条但書にいう第三者は，相続開始後遺産分割前

に生じた第三者を指し，遺産分割後に生じた第三者については民法177条が適用されるべ

きである」とするのが判例であるが，判例と異なる考え方に立って論じてもよい。法定相

続人については，条文を摘示して丁寧に記述してほしい。なお，本問は,共通的到達目標

（「民法177条の対抗要件主義とはどのような制度であり，同条がどのような原因(契約，

取消し，解除，取得時効等)に基づく物権変動に適用されるかについて，基本的な考え方

の対立と問題点を説明することができる。」，「被相続人の死亡により，誰が相続人となり，

その相続分がどうなるかを，説明することができる。」など）の1年次到達レベルを想定

して作問している。


